
   シカゴ双葉会日本語学校全日校（シカゴ日本人学校）学校だより   ２０２５年 ５月 １日 

   シカゴ日本人学校校長 長谷川 雄一   

      学校教育目標 学びを 愉しく 人と 仲よく 心も身体も 元気よく 

                        ～ 創立当時の思いを受け継ぎ，世界一の日本人学校を目指します ～   

星とたんぽぽ   金子みすゞ 

 青いお空の底ふかく 

 海の小石のそのように 

 夜がくるまで沈んでる 

 昼のお星は眼にみえぬ 

 見えぬけれどもあるんだよ 

 見えぬものでもあるんだよ 

 

 散ってすがれたたんぽぽの 

 瓦のすきに だァまって 

 春のくるまでかくれてる 

 つよいその根は眼にみえぬ 

 見えぬけれどもあるんだよ 

 見えぬものでもあるんだよ  

 

 金子みすゞさんのこのような豊かな感性はどのように育まれたのでしょうか？ 

みすゞさんの故郷，山口県長門市。ここはクジラ漁が盛んな港町でした。大きなクジラが獲れた時には大勢

の人々や子どもたちが港に集まりました。クジラ肉を分けるために解体をしていると，時々母クジラのお腹

から子クジラがでてきたそうです。そしてその親子を弔うために，人々はクジラの親子の碑を建立し，慰霊

をおこなってきました。 

 幼い頃からこうした心豊かな感性を持った人々の環境で育ったみすゞさんは，大きな影響を受けたものと

思われます。「見えぬものでもあるんだよ」そうした感性と人や物ごとに対するおもいやりや想像力がます

ます大切な時代になってきたように思われます。 

   

学校でも日々の教育活動を通して，児童生徒の心にそうした種をたくさん蒔いていきます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度始業式 入学式 

全校児童生徒８２名で、令和７年度がスタートしました。４月１０日（木）は、春休みを終えて

登校した2年生から6年生と中学2年生と3年生の子どもたちが、これから始まる学校生活に目

を輝かせていました。着任式では教職員が、小学6年生の髙山さんと中学３年生の伊藤さんの心温

まる歓迎の言葉に迎えられ、子どもたちと新たな出会いをしました。始業式では小学2年生の片山

さんと中学２年生の髙山さんが新年度の抱負を話しました。 

さらに１１日（金）小学１年生１０人、中学１年生7名が、少し緊張した面持ちで入学式に臨み

ました。小学１年生はじっとしている時間が長かったですが、きちんと座って お話を聞くことが

できました。 

子どもたちは気持ちも新たに自分の目標に向かって頑張っています。私たち職員一同は、子ども

たちの学校生活を精一杯支えて参ります。今年度もご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

５月の行事予定 

１日（木）2日（金） 小中授業参観、学級懇談会 

※ 詳細は案内をご覧ください 

６日（火）トルネード避難訓練 

７日（水）～９日（金）中３修学旅行（ボストン方面） 

16日（金）中１•中２校外学習（ダウンタウン） 

19日（月）耳目検査（再検査） 

※ 変更になることがあります 

２０日（火）２１（水）英語科授業参観 

※ 後日案内を配布します 

バス避難訓練 

21日（月）に、バスでの非常事態に備

えた避難訓練を実施しました。バスドライ

バーの指示をよく聞いてバスの前や後ろか

ら避難する練習をしました。子どもたちは

皆、落ち着いて行動していました。 

お知らせ 授業料請求日：５月２日（金） 支払期日：５月 16日（金）  よろしくお願いします。 


